


多久市生活自立支援センターを開設しております。
多久市社会福祉協議会が多久市からの委託により、
生活困窮者自立支援事業を行っております。
秘密は守りますので、生活上で不安なこと、

相談してみませんか？

多久市生活自立支援センターを開設しております。
多久市社会福祉協議会が多久市からの委託により、
生活困窮者自立支援事業を行っております。
秘密は守りますので、生活上で不安なこと、

相談してみませんか？

①相談
　多久市生活自立支援センター（☎0952－75－3593）
へご連絡ください。相談内容の秘密は厳守します。ご希
望であればご自宅にも伺って相談を受けています。

③支援プランの作成
　支援員は支援を必要とする人の意思を尊重しなが
ら、自立に向けた目標や支援内容を一緒に考え、あな
ただけの「支援プラン」を一緒に作ります。

②生活状況の確認
　生活の困りごとや不安を支援員に話してください。
生活の状況と課題を分析し、「自立」に向かって寄り
添いながら支援します。

⑤モニタリング
　相談者の状態や支援の状況を定期的に確認します。
支援プランどおりに行かない場合は、プランを再検討
します。

⑥自立した生活へ
　困りごとが解決すると支援は終了ですが、その後
は、安定した生活を維持できているか、一定期間、支
援員による継続した見守りを行っていきます。

④支援決定・サービス提供
　支援プランは、自治体を交えた関係者の話し合い（支
援調整会議）を経て正式に決定し、その支援プランに基
づいて各種サービスが提供されます。

生活困窮者自立支援制度とは、仕事や生活に困っている方などの相談を受け、課題の解決に向けた手立てを一
緒に考え自立した生活を送ることができるように支援するための制度です。
一人ひとりの状況に合わせた支援プランを作成し、専門の支援員が相談者に寄り添いながら、他の専門機関と連携して、
解決に向けた支援を行います。

支援開始までの流れ

表彰おめでとうございます

赤い羽根共同募金
「だれにでも　できるやさしさ　赤い羽根」

（平成27年度　赤い羽根標語最優秀賞）

　今年も平成２７年度赤い羽根共同募金運動が１０月１日（木）から１２月
３１日(木)まで全国一斉に始まりました。赤い羽根共同募金は、高齢に
なっても、障害をもっても多久市内で安心して暮らすための地域福祉
活動に、また、佐賀県内の広域的な活動や災害支援を推進するための
財源として活用されております。市民のやさしさや思いやりを届ける
運動として、今年も皆さまとともに共同募金運動を進めてまいります。
　みんなが暮らしやすい町になるための一歩として、皆様の温かいご
支援やご指導を賜りますように心よりお願い申しあげます。

多久市内への
　募金のつかいみち

地域の
ために

◦学校ボランティア協力校の助成
◦災害ボランティア研修会
◦おもちゃ図書館の運営
◦社協だより（年３回発行）等

１,４８２千円

子ども達
のために

◦新生児に絵本の贈呈
◦子ども観劇会
◦母子寡婦福祉連合会への助成

３５０千円

高齢・障害
のために

◦無料ベッドの
　維持管理費

７９千円
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この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。
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①相談
　多久市生活自立支援センター（☎0952－75－3593）
へご連絡ください。相談内容の秘密は厳守します。ご希
望であればご自宅にも伺って相談を受けています。

③支援プランの作成
　支援員は支援を必要とする人の意思を尊重しなが
ら、自立に向けた目標や支援内容を一緒に考え、あな
ただけの「支援プラン」を一緒に作ります。

②生活状況の確認
　生活の困りごとや不安を支援員に話してください。
生活の状況と課題を分析し、「自立」に向かって寄り
添いながら支援します。

⑤モニタリング
　相談者の状態や支援の状況を定期的に確認します。
支援プランどおりに行かない場合は、プランを再検討
します。

⑥自立した生活へ
　困りごとが解決すると支援は終了ですが、その後
は、安定した生活を維持できているか、一定期間、支
援員による継続した見守りを行っていきます。

④支援決定・サービス提供
　支援プランは、自治体を交えた関係者の話し合い（支
援調整会議）を経て正式に決定し、その支援プランに基
づいて各種サービスが提供されます。

生活困窮者自立支援制度とは、仕事や生活に困っている方などの相談を受け、課題の解決に向けた手立てを一
緒に考え自立した生活を送ることができるように支援するための制度です。
一人ひとりの状況に合わせた支援プランを作成し、専門の支援員が相談者に寄り添いながら、他の専門機関と連携して、
解決に向けた支援を行います。

支援開始までの流れ

赤い羽根共同募金で笑顔を広げよう！
平成２８年度事業「地域から孤立をなくす活動支援」のご案内

　赤い羽根共同募金を財源に誰もが孤立することなく安心して暮らすことができる地域づくりを目指す活動
を支援します。市民の皆様からお寄せいただいた赤い羽根共同募金を活用してみませんか？ご応募お待ちし
ています。

助成対象事業の一例
　◦居場所づくり、サロン活動
　◦相談支援活動
　◦見守りの仕組み、ネットワークづくり

配分対象団体
特定非営利法人など社会福祉活動を行う民間の
非営利団体・ボランティア団体等

配分限度額　３０万円　必要と認められる事業及び経費総額の３／４以内

申込方法
必要事項を記入のうえ、多久市社会福祉協議会まで申し込みください。
ホームページにて実施要綱及び申請書をダウンロードすることができます。

申込み締切
平成２７年１２月１７日（木）

この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。
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この事業は、日本赤十字を活用させて頂いております。皆様のご協力ありがとうございます。

非常用炊き出し釜を東多久公民館に配備しました

通信
～多久市社会福祉協議会の事業や
　地域福祉活動の情報をお届けします～ふくし

　日本赤十字社多久市地区では、被災時の炊き出し活動をはじめ地域住民が参加する災害救護訓練や地域防災活
動において活用するため、「非常用炊き出し釜」１台を多久市東多久公民館に配備しました。
　多久市地区では、誰もが安心して暮らせるまちづくりを目指し、また、いち早い救護活動を支援するため、今後、
各町公民館に「非常用炊き出し釜」を配備予定です。今後とも、赤十字活動のご協力をよろしくお願いします。

たくボラ連たくボラ連
多久市ボランティア連絡協議会 こだまだよりこだまだより

ブランコができてうれしいです。大切に使わせてもらいます。
ありがとうございました。

　共同募金配分事業として瓦川内自治会に配
分を致しましたのでご紹介させて頂きます。
団体名：瓦川内区自治会 
事業名：瓦川内公民館前広場遊具整備事業 
事業内容：ブランコ設置 
助成金金額：￥１４７，０００

平成２７年度共同募金配分事業について10/
木１

　１０月２４日（土）、２５日（日）多久駅周辺で開催された「第４５回多久まつり」に於いて、多くのボランティ
アの皆さんにご協力いただき赤い羽根イベント募金活動─ふれあい広場─を実施しました。
　当日は、多くの方々に募金のご協力を頂きました。誠にありがとうございました。

募金額７５,0９５円赤い羽根共同募金 ご協力ありがとうございました

この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。
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　日本赤十字社多久市地区では、被災時の炊き出し活動をはじめ地域住民が参加する災害救護訓練や地域防災活
動において活用するため、「非常用炊き出し釜」１台を多久市東多久公民館に配備しました。
　多久市地区では、誰もが安心して暮らせるまちづくりを目指し、また、いち早い救護活動を支援するため、今後、
各町公民館に「非常用炊き出し釜」を配備予定です。今後とも、赤十字活動のご協力をよろしくお願いします。

たくボラ連たくボラ連
多久市ボランティア連絡協議会 こだまだよりこだまだより

　８月２２日、２４時間テレビチャ
リティー募金運動を多久市内の
会場で開催しました。
　当日は、市内のボランティア
グループ会員さん、福祉施設職
員さん、学校の生徒さん等数多
くボランティアスタッフとして
協力いただき、募金活動を一緒
に盛り上げて頂きました。
　お寄せいただきました募金は、

『24時間テレビチャリティー委員
会』を通じ、福祉車両の贈呈や
地球環境保護支援などのさまざ
まな活動に役立てられます。皆
様の温かいご支援とご協力を頂
き、誠にありがとうございました。

協力店・会場　（順不同、敬称略）

あいぱれっと、ユアー新鮮館
多久、フードウェイ多久、む
つみ荘、たくさん館
協力団体
東部中学校、中央中学校、
西渓中学校、多久高校、多
久市ボランティア連絡協議
会、天寿荘、愛のかけはし、
長楽苑、ホーム西渓

あなたも始めてみませんか？自分の趣味や特技を生かして、ボランティア活動を
始めてみませんか？ボランティアに興味がある、活動を知りたい方は、お気軽に
ボランティアセンターにご相談ください

2４時間テレビチャリティー募金〜２０１５〜 募金総額１２６,９７４円

ボランティア
募集中

第９回 はばたけ！ボランティア in ありたに参加してきました。
　去る１０月８日、佐賀県内のボランティア
団体を対象としたボランティア研修会があ
り、多久市ボランティア連絡協議会からは、
１２名が参加しました。
　有田町のボランティアグループからの活
動事例発表の他、「いのちのつながり」を演
題に、法泉寺（有田町）住職 桃谷法信氏の
講演もありました。
　当日は県内のボランティア総勢４００名が
集い、県内ボランティア関係者の交流を図
り、今後のボランティア活動の展開を広げ
ていく、今後の取り組みについて考える機
会となりました。また研修中にはボラン
ティア間の親睦も深めることができました。

◀
桃
谷
住
職
の
講
演
の
様
子

◀
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の
み
な
さ
ん

今回 24 時間テレビ募金活動
に協力を頂いたお店、会場、
団体名をご紹介いたします。

この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。
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❶利用者さんが安心して、生活し
て頂けるようしっかりサポート
していきたいと思います。
　柴内ヘルパー
❷訪問するのを待っておられ仕事
が終わって帰る際、『ありがと
う』と声をかけてくださるその
お言葉が嬉しくて仕事をさせて
頂いております。
　松本ヘルパー

私たち社協のさわやかヘルパーです！
❶ ❷

「飲み込む力」と「唾液の分泌」を向上させましょう「飲み込む力」と「唾液の分泌」を向上させましょう

ケアマネジャーシリーズ

（参考資料「東京法規出版」より）

この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。
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❶ ❷

里 制 を 存 で か親 度 ご 知 す
家庭のぬくもりを求めている子どもたちのために里親になりませんか

里親とは…�さまざまな理由で家庭で養育できないお子さんを、自分の家庭に迎え入れ、愛情と真心をこめて養育
してくださる方です。

里親には次の４種類の里親があります。
養育里親 要保護児童を養育することを希望する里親（養育里親研修の修了が必要になります。）

専門里親 専門的な対応が必要な要保護児童を養育する里親
（養育里親のうち、一定の資格要件を有し、専門里親研修を修了した方です。）

養子縁組里親 養子縁組によって養親となること希望する里親

親族里親
要保護児童の両親その他要保護児童を養育する者が死亡、行方不明又は拘禁等の状態となっ
たことにより養育が期待できない場合に、扶養義務のある親族の方で、要保護児童を養育す
る里親（但し養育を委ねた場合その親族が経済的に生活が困窮する場合に適用されます。）

＊要保護児童とは…保護者のない児童又は保護者が何らかの事情により養育できない児童です

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

◦佐賀県中央児童相談所（里親担当）
　　☎０９５２－２６－１２１２

◦慈光園（里親支援専門相談員）
　　☎０９５５－７３－１９８８

鬼子母神祭
　児童の健全育成と安全祈
願のため平成２７年１１月１６日

（月）荕原公民館広場にて
鬼子母神祭を行いました。

▲双葉保育園園児

宝蔵寺住職▶︎

　多久市内に住む高齢者や障
がい者（児）、知的障がい者
（児）の方の病院、研修会等
の移送サービスをしていただ
く方を募集します。
　二日間の移送サービス運転
手講習会を受けてい
ただき、登録された後
に活動できます。

　福祉関係団体の研修会等に
マイクロバスの運転をしてい
ただく方を募集します。
・資格　大型免許取得者
　福祉に関心のある方のご協
力をお待ちしています。
問い合わせ先
　多久市社会福祉協議会
　☎７５－３５９３

移送サービス
運転手 募 集

福祉バス
運転手 募 集

平成２７年度 子ども観劇会を開催します

日 時

場 所 対象者

12月25日（金）	 13時45分 開場　開演 14時〜15時

多久市社会福祉会館　児童館 なかよしクラブ、
就学未就学児とその保護者

劇団さんぽ『おじさんのかさ・まっくろネリノ』

無料

この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。
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＜問い合わせ先＞　多久市シルバー人材センター　☎75－4787

多久市シルバー人材センターだより多久市シルバー人材センターだより

会員
募集中

平成27年10月23日に「シルバーの日」ボランティア活動を行いました

だ
よ
り

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
む
つ
み
荘
」

　多久市シルバー人材センターでは、毎年10月の全国一斉『シルバー
人材センター事業普及啓発促進月間』に基づき、地域のボランティア
活動を行っております。この日は、約40名の会員の皆さんが、福祉会
館周辺と荕原公民館、鬼子母神周辺に於いてさわやかな汗をかきなが
ら剪定、清掃作業を行いました。

入会資格

あなたの知識や経験を地域社会のために
役立ててみませんか？

　　　　　多久市に居住する健康で働く意欲のある60歳以上の方

　

自

‥

平
成
27
年
６
月
１
日

　

至

‥

平
成
27
年
10
月
31
日

　

社
会
福
祉
事
業
の
た
め
に
次
の
方
が
た
か
ら
ご
寄
附

い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
香
典
返
し
寄
附

 

東
多
久
町 〈
大
門
〉
黒
岩
文
江
、
田
代
敏
孝
〈
大
畑
〉

野
方
フ
ミ
エ
、
桑
原
榮
〈
平
合
〉
松
本
洋
一
〈
渋
木
〉

久
米
賢
二
〈
古
賀
二
区
西
〉
千
葉
彰
子
〈
古
賀
平
〉
齊

田
シ
ノ
ブ
〈
古
賀
三
区
〉
本
告
喜
己
代
〈
別
府
一
区
〉

土
山
隆
〈
別
府
二
区
〉
江
口
春
彦
、
原
崎
正
則
、
本
嶋

ゆ
か
り
〈
石
原
〉
古
賀
善
幸
〈
仁
位
所
〉
倉
冨
修
身
〈
平

和
町
〉
川
﨑
紀
子
〈
池
ノ
平
〉
江
口
フ
ヂ
エ
〈
古
賀
山
〉

空
川
康
則
、
田
中
良
典　

 

多
久
町 〈
東
の
原
〉
倉
富

文
子
、川
副
春
海〈
西
の
原
〉松
本
修〈
岡
〉辻
富
治〈
桐

岡
〉
柴
田
義
臣
〈
西
町
〉
林
田
辰
久
〈
東
町
〉
上
瀧
幾

久
生
〈
撰
分
〉
谷
口
し
づ
子
〈
明
治
佐
賀
〉
大
下
栄　

 
 

南
多
久
町 〈
西
山
〉
角
田
一
彦
〈
天
ヶ
瀬
〉
本
田
昭

代
〈
長
尾
〉
光
野
正
己
、
光
野
幸
子
〈
西
ノ
谷
〉
笹
川

澄
雄
〈
庄
〉
澤
井
千
里
〈
中
小
路
〉
太
田
広
〈
上
田
町
〉

久
我
幸
嗣〈
牟
田
辺
〉牟
田
和
弘〈
桐
野
〉北
島
安
朗〈
大

野
〉岸
武
エ
ミ
子　

 

西
多
久
町 〈
猪
鹿
〉尾
形
秀
美〈
白

仁
田
〉
富
永
恒
弘
、
馬
場
篤
美
〈
吉
の
尾
〉
船
津
房
恵 

 

北
多
久 〈
原
口
〉
渕
上
博
〈
岸
川
〉
庄
崎
フ
サ
子
、

北
川
正
〈
四
下
〉
峯
照
男
〈
多
久
原
〉
田
崎
強
、
光
岡

チ
エ
子
、
田
上
秀
一
、
東
島
徳
光
〈
中
の
原
〉
峯
敏
勝
、

曲
渕
シ
ズ
エ
〈
山
犬
原
〉
野
中
サ
チ
子
〈
前
田
〉
米
田

徹
〈
番
所
〉
岩
松
正
義
〈
荕
原
〉
佐
野
茂
美
、
山
本
ト

ミ
、
宝
蔵
寺
フ
サ
エ
〈
中
多
久
一
区
〉
塚
原
万
智
代
、

市
丸
洋
子
〈
中
多
久
二
区
〉
中
山
博
昭
〈
浦
山
〉
柴
田

睦
子
〈
自
由
ヶ
丘
〉
谷
口
令
子
、
吉
次
八
重
子
、
牧
野

内
英
世〈
砂
原
〉渕
上
勝
利
、小
池
孝
司
、鶴
田
博
士〈
泉

町
〉
髙
屋
ハ
マ
子
〈
メ
イ
プ
ル
タ
ウ
ン
〉
須
藤
ミ
サ
子 

 

市
外  

久
須
美
達
郎
、
吉
末
一
実
、
西
村
嘉
博
、
溝
口

健
志
、
志
田
優
、
眞
﨑
敏
弘
、
武
重
信
一
郎
、
丸
田
豪

◎
篤
志
寄
附　

北
多
久
町
婦
人
会
サ
ー
ク
ル
活
動
部

Tel:0952-75-8425
fax:0952-75-8426

株式会社 サンライフ株式会社 サンライフ

〒846-0023
多久市南多久町大字長尾4131番地４

指定事業所番号 4170400271

E‒mail:sunlife@ya2.so-net.ne.jp

介護用品販売・レンタル・住宅改修

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（

）
順
不
同
・
敬
称
略

「
社
協
だ
よ
り 

た
く
」
賛
助
広
告
募
集
中

１２月の  むつみ荘
無料送迎バスの運行日

　12月に入り何かとあわただし
くなりましたね。これから寒さ
も増して来ます。むつみ荘のお
風呂であたたまり健康増進にヘ
ルストロンはいかがですか。

３日（木）	東多久方面
１０日（木）	岸川、四下、高木川内方面
１7日（木）	大工田、メイプルタウン方面
２４日（木）	南多久方面

年末年始休館
のお知らせ

平成２8年
１月４日（月）

平成２7年
１２月２８日（月）午後

▼

まで休館します

この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。
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